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士サ 象 実験群 対照群 メ日b、 言十
開 始 時 56 126 182 
終 了 時 38 87 125 
集計数l~回以上 22 87 101 
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表-3 箆脊 tの困難 (%)
ど色 級 生
〈買 目 ~t ~<< ~~ 
5 fil以上 5-7図 8回以上
前 27 38 21 21 
し つけ I量 23 25 21 18 
級自体の 前 23 50 7 12 
問 題 1量 14 14 14 8 
兄弟げんか
IÎ~ 。 。 。 。
1量 5 。 7 。
発途上の 前 18 。 29 9 
間1 題 1桂 18 38 7 13 
前 14 13 14 10 
特殊な症状
I量 18 13 21 5 
lIir 14 。 21 6 
告 し f量白 5 。 7 
自可 14 13 14 11 
健康・安全
f童 27 38 21 10 
その f血
前 。 。 。 。
1最 。 。 7 2 
無解答
前 5 。 7 8 
iま 9 。 14 25 
( 5 ) 
表-4 綴と して楽しかったこと(%)




自q 14 。 21 3 
児
後 9 25 。 1 
両町 23 25 21 13 
指 導
1& 23 21 25 1 
一緒の行動
自白 41 63 29 16 
後 27 13 36 14 
監1'].しつけ
Jiif 32 25 36 25 
1量 18 38 36 25 
1il 。 。 。 3 
その他
後 。 。 7 6 
前 14 13 14 12 
無解答





級自身の 前 5 13 。 10 
通 応 i量 23 50 7 10 
しつけか
前 9 25 。 1 
1量 23 50 7 1 
病気.'1'紋
ijr 32 25 38 13 
iま 45 25 57 13 
経済問凶
I可 5 。 7 。
1主 。 。 。 。
子どもの 自臼 23 14 14 1 
lT 動 後 18 。 29 11 
自il 5 。 7 2 
教 事f
後 。 。 。 5 
特殊な liJ 14 。 21 6 
問題や痘状 後 5 。 7 2 
明ましく~い 。if 5 13 。 。
環 t克 後 5 。 7 1 
lし 自可 14 
。 21 10 
な
後 。 。 。 5 
前 4 。 7 11 
無解答
1量 9 。 32 14 
ものの多いことが注意されよう 。 ~!唱の基準は必ず し も
同じでないが， Horefordの結果とくらべると，本調査よ
り「しつけJ， r親の問題J， rきょうだい関係」にふれ












1l13.親の悩みについては r親自身の適応、j ， rし









5阿以上 5 -71"1 8回以上
{本
白il 68 50 19 29 
再i
i金 59 50 64 34 
特権の 白可 9 13 7 。
とη消し i量 。 。 。 。
院'"とL 
iIJ 14 13 14 7 
1実
後 5 13 。 6 
，jiJ 82 63 93 53 
こと 1I
1圭 11 63 93 49 
i'，iJ 9 。 14 。
その{也
f量 5 。 7 2 
無解答 IJ 
9 13 7 5 





従順・ 前 36 63 21 19 
よい行為 後 27 25 29 23 
よい人間 自q 21 13 36 6 
関 {長 1を 18 13 21 6 
知能 ・ IliJ 。 。 。 。
学業成績 1詮 。 。 。 l 
正直・公正・
色liJ 14 13 14 6 
{量 5 13 。 8 
同情 ・ 。iJ 18 38 7 5 
思考力 {走 5 。 7 
独立 ・ lif 21 25 29 10 
自己信頼 1ま 36 13 50 11 
幸福 ・満足
，jiJ 32 15 7 17 
1量 23 63 。 11 
健康・外鋭
自iJ 18 38 7 10 
I&: 9 13 7 8 
情緒的適応
前 32 38 29 10 
i量 18 13 21 13 
無解答
自サ 23 。 36 25 
fま 21 。 43 33 
童








間 5.子どもの理想的な性格については r従順 ・よ














前 9 。 14 。
忍 面t
i長 5 。 7 3 
手どもへの 前 14 38 。 8 
属誕意. f青 1ま 18 13 21 8 
自q 41 50 38 34 
埋 解
後 50 63 43 31 
首I 23 50 7 6 
道徳的価値
後 18 13 21 8 
前 18 25 14 8 
寛容性
後 13 14 13 14 
適応性
自白 18 38 7 3 
後 18 38 7 3 
がI 9 。 14 2 
その他
i量 18 38 7 11 
車百 18 。 29 18 
無解?写












































































































紀~23巻 ( 1975 )
2) Brim， O.G. Jr. : Education for Child Rearing， 
(1959) 
3) Hereford， C. F. : Changing Parental Attitudes 
through Group Discussion， (1963) 
Summary 
This is a study on -the managements and process of a half-year course for the mothers of chiJdren of 
preschool age and the changes in their (mothers') educationaJ attitudes. 
It was pointed out that our class had some shortcomings in its managements and ways of study and 
instruction. 
The changes of the mothers were checked by a guestionnaire answered before and after the c1ass. 
We couJd not have any significant changes as Hereford pointed out， although a hypothesis shouJd be 
possibJe as that desirabJe changes came out from our attendant (compared with controJ group) especialJy 
from thoje who were present more reguJarly. 
This hypothesis shouJd be tested through another study with a Jarger number of mothers and with more 
coherent managements. 
( 8 ) 
